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空家等対策をさらに推進するための条例改正を行いました
第78号議案　品川区空き家等の適正管理等に関する条例の一部を改正する条例

ウェルビーイングの視点から、切れ目なく先駆的な施策を推進します
第75号議案　令和６年度品川区一般会計補正予算

　 

 

 

令和６年第３回定例会 会期37日間：令和６年９月19日～10月25日

1.災害時自動安否確認システムの運用を開始します
【補正額】728万6千円

　事前登録された電話番号に自動架電し、区からの情報提供および安否
確認を一斉発信する機能とAIを組み合わせたシステムを導入します。
　情報提供や安否確認に対する区民からの音声回答をAIが判読し、テキ
スト化し、災害時の情報提供および安否確認機能を強化します。

スケジュール（予定）
・ 令和６年11月～令和７年２月 システム開発、利用登録作業等
・ 令和７年３月 システム運用開始

対象者
・高齢者救急代理通報システム利用者のうち事前登録の同意を得られた者
（65歳以上の単身高齢者、65歳以上の高齢者のみの世帯等、災害時に配慮が必要な方）

委員会での質問
特定空家等になるおそれがある空
家等を管理不全空家等と定義し、
指導・勧告できる規定を追加する
など、未然防止の強化を図る

本条例改正の主な趣旨に
　　　　　　　　ついて

Q
A

　空家等および非空家等の適正管理等を図るため、所有者等の責
務等を見直すとともに、放置すれば特定空家等になるおそれのあ
る空家等を管理不全空家等に認定し、その所有者等に対する措置
等を定めるほか、規定を整備します。

●用語の定義を法の規定に合わせ変更
●法改正に伴い管理不全空家等への措置と緊急代執行制度を追加
●空家等対策計画に係る規定を追加
●空家等および非空家等に関する認定の事務に係る規定の追加 

など

主な改正内容

災害対策の強化などのため、補正予算が編成されました。主な事業をご紹介します。

　空家等対策の推進に関する特別措置法の改正に伴い、品川区空き家等の適正管理等に関する条例の
改正を行いました。

防災・高齢者

2.子どもや女性視点による避難所の生活環境改善を図ります
【補正額】2,742万2千円

　区民アンケートの分析等により、トイレトラックの導入など避難
所の生活環境改善に向けた取組を進めています。この取組をさらに
加速させるため、またSDGsの観点から、子どもや女性視点による
避難所の生活環境改善のための物資を早急に充実させます。

防 災

3.特別支援学校の児童・生徒の補助教材費を無償化します
【補正額】550万4千円

　令和６年度より実施している品川区立学校在籍者の補助教材
費保護者負担軽減事業の趣旨を踏まえ、品川区にお住まいの特
別支援学校（都立・国立・私立）に在籍する児童・生徒の保護
者に対し、補助教材費の実費を支給することで子育て家庭の負
担軽減を図ります。

教 育

購入予定物品
・おしりふき　・おむつ処理袋 　・授乳服
・ケープ　　　・防犯ブザー　 　・女性用下着（上下）

審議した議案等　区長提出議案…12件　議員提出議案…１件
　各会計決算…５件　　 請願・陳情…23件　　　　　計 41件
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議案・決算の議決結果議案・決算の議決結果
議案
番号 件　　　名 結果 自 民

⑼
公 明
⑺

未 来
⑹

共 産
⑷

品 改
⑶

維 新
⑵

無所属議員
（50音順）

⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

77

83

84

可決
※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○××

可決
※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○×

可決
※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○×

認定
※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○×

認定
※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○×

認定
※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○×

認定
※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○×

意見の分かれたもの

品川区国民健康保険条例の一部を
改正する条例
指定管理者の指定について

（大原児童センター）
指定管理者の指定について

（大原児童発達支援センター）

令和５年度品川区一般会計歳入歳出決算

令和５年度品川区国民健康保険事業会計
歳入歳出決算

令和５年度品川区後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算

令和５年度品川区介護保険特別会計歳入
歳出決算

○…賛成　×…反対　（数字）は所属議員数  無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。
○×の右の数字は議決にかかわった人数です。
※…自民のうち１名は議長の職務を行ったため、議決には加わりませんでした。
●会派名は次の略語で記載しています。
　自民……品川区議会自民党・無所属の会　公明……品川区議会公明党　未来……しながわ未来（無所属・立憲・ネット）　　　  
　共産……日本共産党品川区議団　　　　　品改……品川改革連合　　　維新……品川区議会日本維新の会

全会一致で可決または認定したもの

区議会ホームページでは、本会議・委員会の資料や会議録などを公開しています

❸

❷
❶

区議会ホームページ トップ画面（パソコン）

　インターネット中継から、本会議の代表・一
般質問等や予算・決算特別委員会総括質疑
の映像をご覧いただけます。

区議会の映像❸

区議会の会議録❷
　会議録検索から、本会議・委員会の会議録
をご覧いただけます。

　区議会の活動から、本会議や委員会の予定・
結果、資料等をご覧いただけます。

区議会の活動❶

議案番号 件　　　名

75

76

78

79

80

81

82

85

86

令和６年度品川区一般会計補正予算（2ページに説明を掲載）

品川区空き家等の適正管理等に関する条例の一部を改正する条例（3ページに説明を掲載）

品川区立学校の学校医、学校歯科医および学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例

八潮南特別養護老人ホーム増築その他工事請負契約

八潮南特別養護老人ホーム増築その他機械設備工事請負契約

八潮南特別養護老人ホーム増築その他電気設備工事請負契約

プレハブ冷凍冷蔵庫他の買入れについて

令和６年度品川区一般会計補正予算（衆議院議員選挙に関する補正予算）

議員提出
４

品川区行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

令和５年度品川区災害復旧特別会計歳入歳出決算

固定資産税・都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書

下記のとおり、東京都知事あてに意見書を提出しました

各議員の賛否はこち
らのQRコードから
ご覧になれます→

固定資産税・都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書

　数年におよぶ原材料・エネルギー価格の高騰等は、小規模事業者に多大な影響を及ぼしており、経営や生活を圧迫
している。
　このような状況の中で、東京都が実施している「小規模住宅用地に対する都市計画税の軽減措置」「小規模非住宅
用地に対する固定資産税・都市計画税の減免措置」及び「商業地等における固定資産税・都市計画税について、負担
水準の上限を65％に引き下げる減額措置」は、厳しい経営環境下に置かれている小規模事業者にとっても、事業の
継続や経営の健全化への大きな支えとなっている。
　東京都がこれらの軽減措置を廃止すれば、小規模事業者の経営や生活は更に厳しいものになり、ひいては地域経済
の活性化のみならず、日本経済の先行きにも大きな影響を及ぼすことになりかねない。
　よって、品川区議会は東京都に対し、下記の事項を令和７年度以降も継続するよう強く要望するものである。

記

１  小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする軽減措置を令和７年度以降も継続すること
２  小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税を２割減額する減免措置を令和７年度以降も継続すること
３  商業地等における固定資産税及び都市計画税について、負担水準の上限を65％に引き下げる減額措置を令和７
　  年度以降も継続すること

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

令和６年10月25日
品川区議会議長　渡辺　ゆういち

【議員提出第４号議案】

5
1
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請願・陳情の審査結果

請願・陳情についての議事内容等が掲載
された各付託委員会の会議録は、こちら
のＱＲコードからご覧になれます→

択採　　 ：区議会として、ご希望に賛同します。

継続審査 ：区議会として、引き続き慎重に審査します。

趣旨採択 ：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。
不 採 択 ：区議会として、ご希望に賛同しかねます。　　　　　

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する請願

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する請願

日常生活用具に関する陳情

羽田新ルート飛行航路の即刻中止を求める陳情

羽田新ルート反対に関する陳情

南品川５丁目のマンション建設に関する陳情

品川区が現在、計画検討している全ての再開発の案件の中止を求める陳情

品川区東大井五丁目Ｃ地区再開発に反対する陳情

ＭＲデバイスを教育利用する設備を設置する陳情

オンラインでの陳情・請願の受付に関する陳情

区民の民意を議会運営委員会に反映させる陳情

議会改革提案取り下げを要求する陳情

再開発事業は民意の元に実行されているのか区の調査を求める陳情

品川区立小中学校の社会科見学・授業等で防衛省見学・自衛隊見学・自衛隊体験な
どを行わないことを求める請願

森澤恭子区長が羽田空港機能強化による都心飛行ルートについて、「固定回避を国
に要請」としたことの撤回を求める陳情

羽田新ルート飛行航路の固定化回避の検討状況を区民に説明するよう国交省に求める陳情

住居番号の枝番号（補助番号）に関する陳情

全庁的に区有地の活用を検討する、障害者施設整備計画を策定し、計画的に整備を
進めるよう、区に求める陳情

「長寿お祝い事業」の予算削減を前提とした見直し、及びその削減予算分の減税に
  関する請願

「悪質クレーム・カスハラの状況調査」からの削除を求める陳情

事業者へのインボイス制度の影響について品川区内実態調査実施の陳情

行政が運営主体となる新規火葬場建設を求める陳情

再開発不同意者・団体活動の、請願・陳情・チラシは、「悪質クレーム・カスタマ
ーハラスメント」なのか、森澤区長の再開発事業認識及び再開発弱者・高齢犠牲者
救済面談等を問う陳情

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結果

総務委員会

区民委員会

厚生委員会

建設委員会

文教委員会

議会運営
委員会

令和6年
請願第10号

令和6年
請願第11号

令和6年
陳情第40号

令和6年
陳情第41号

令和6年
陳情第48号

令和5年
陳情第31号

令和6年
陳情第33号

令和6年
請願第12号

令和6年
陳情第34号

令和6年
陳情第39号

令和5年
陳情第20号

令和5年
陳情第29号

令和5年
陳情第34号

令和5年
陳情第43号

令和6年
陳情第37号

令和6年
陳情第42号

令和6年
陳情第43号

令和6年
陳情第44号

令和6年
請願第13号

令和6年
陳情第47号

令和6年
陳情第38号

令和6年
陳情第45号

令和6年
陳情第46号

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

採択

採択

継続審査

不採択

不採択

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

請願・陳情とは
区議会では、区政についての皆様のご要望やご意見を、請願や陳情としてお受けしています。
本会議で採択した請願や陳情は、区長や教育委員会などの執行機関に送り、その実現に努力するよう求めます。

本会議・委員会の日程（予定）

会　議　名 開　催　日　時

本　会　議
11月21日（木）午後 1 時
11月22日（金）午前10時
12月 5 日（木）午後 1 時

総　務

11月25日（月）午前10時
11月26日（火）午前10時

区　民

厚　生

建　設

文　教

議会運営委員会 11月20日（水）午前10時30分
12月 4 日（水）午前10時30分

行財政改革 11月27日（水）午前10時

災害・環境対策 11月28日（木）午前10時

　本会議の一般質問の様子は、
ケーブルテレビ品川の「品川区民
チャンネル」で放送予定です。

放送予定日は以下のとおりです。

○放送予定日
・本会議（一般質問）
11月25日（月）～11月29日（金）

（再放送）　　　　　　
11月30日（土）・12月1日（日）

ケーブルテレビ
放送予定

令和 6 年第 4 回定例会本会議は 11 月 21 日から 12 月 5 日までの 15 日間の会期で開催される予定です。

。すまいてしを継中生トッネータンイでジーペムーホ会議区は議会本 ＊
　また、本会議終了後おおむね１週間後に、インターネット録画中継でご覧いただけます。

区議会だよりに掲載する写真を募集しています

　品川区議会では、「区議会だよりについて、より多くの方にご興味を持っていただきたい」との思いから、
表紙写真を募集し、ご応募いただいた中から選ばれた１枚を表紙に掲載しています。ご応募いただいた皆様、
素晴らしいお写真をありがとうございました。
　引き続き、区議会だよりに掲載する写真の募集を行いますので、ぜひご応募ください。
　【応募資格】区内在住・在勤・在学の方　　【募集作品】品川区内で撮影したデジタル写真

品川区の魅力を PR できるような写真をお待ちしております。
。いさだく覧ごを内案ごのでジーペムーホ会議区は細詳、どな定規募応 ※

【問い合わせ先】調査係 電話：03-5742-6810　Fax：03-5742-6895

次回の区議会だよりは新聞折り込みでお届けします

　１月１日発行の区議会だよりは、例年新聞折り込みでお届けしています。
　また、区立施設にてご覧いただけるほか、令和７年１月４日から 11 日までは品川区内の
駅の広報スタンドにも置いてありますのでご利用ください。
　なお、区議会だよりは区議会ホームページからもご覧いただけます。
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人
材
確
保
に
有
効
な
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
技
法
を
各
事
業
所
へ
周
知
啓
発
し
品

川
介
護
専
門
学
校
へ
の
導
入
を
提
案
。

品
川
介
護
福
祉
専
門
学
校
へ
の
導
入
を

検
討
し
各
事
業
所
へ
の
情
報
提
供
に
努

め
る
。

効
率
的
な
避
難
所
運
営
の
た
め
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
防
災
Ｄ
Ｘ
の

推
進
を
提
案
。

避
難
所
受
付
の
負
担
軽
減
の
た
め
先
進

技
術
の
導
入
を
検
討
す
る
。

防
災
士
の
資
格
取
得
を
活
用
し
、
若
い

世
代
の
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
提
案
。

防
災
士
資
格
の
取
得
を
支
援
し
防
災
活

動
の
担
い
手
の
拡
充
方
策
を
検
討
す
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
容
量
拡
大
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
、
手
す
り
付
き
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
を
提
案
。

広
町
再
開
発
に
合
わ
せ
た
大
井
町
駅
舎

の
改
修
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
鉄
道
事
業

者
へ
引
き
続
き
強
く
要
望
す
る
。

個
々
を
重
視
し
た
巡
回
支
援
も
巡
回
相

談
の
目
的
の
１
つ
に
入
れ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
お
の
ず
と
園
が
円
滑
に
運
営
で

き
る
。
現
状
の
課
題
な
ど
を
含
め
て
、

見
解
を
伺
う
。

巡
回
相
談
は
保
育
の
仕
方
や
対
応
上
の

留
意
点
等
を
相
談
し
て
お
り
、
個
々
の

特
性
に
対
す
る
具
体
的
な
取
組
に
つ
い

て
は
、
関
連
部
署
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
検
討
す
る
。

作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ
）
が
学
校
の
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
に

関
し
て
見
解
は
。

複
雑
化
・
多
様
化
し
た
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、
作
業
療
法
士
を
は

じ
め
、
多
様
な
専
門
性
を
持
つ
人
材
の

活
用
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

学
校
の
ニ
ー
ズ
や
子
ど
も
の
実
態
に
応

じ
た
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

校
庭
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
に
有
効
な

活
用
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
資
す
る
校

庭
活
用
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
他
自
治

体
の
事
例
も
参
考
と
し
つ
つ
検
討
す
る
。

病
児
保
育
が
可
能
な
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

の
区
で
の
整
備
の
検
討
を
要
望
す
る
。

病
児
保
育
の
対
象
を
小
学
校
低
学
年
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
課
題
も
含

め
て
見
解
を
伺
う
。

区
で
行
っ
て
い
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利

用
支
援
事
業
の
中
で
対
応
可
能
な
た
め
、

そ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
区
の

独
自
支
援
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

対
象
年
齢
は
、
現
状
の
受
入
れ
状
況
や

設
備
が
乳
幼
児
用
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

課
題
が
あ
る
が
、
今
後
の
事
業
展
開
の

中
で
検
討
す
る
。

障
が
い
児
の
移
動
支
援
を
、
Ａ
Ｉ
オ
ン

デ
マ
ン
ド
で
の
実
証
実
験
の
検
証
内
容

の
１
つ
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
実
証
運
行
を
行
う
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
に
お
い
て
ご
提
案
の
障
害
児

の
移
動
支
援
も
含
め
、
検
証
を
行
う
。

公
共
施
設
で
の
利
便
性
向
上
の
た
め
電

子
版
障
害
者
手
帳
の
導
入
を
要
望
す
る
。

導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

区
民
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
の
予
防

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

認
知
症
等
の
介
護
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

広
町
再
開
発
に
関
連
し
大
井
町
駅
区
役

所
通
り
側
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
に
つ

い
て

居
住
支
援
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅

家
賃
低
廉
化
事
業
に
つ
い
て

障
が
い
児
支
援

学
校
で
の
学
び

子
育
て
支
援

障
が
い
児
者
と
家
族
の
利
便
性
の
向
上

こ
ん
の
　
孝
　
子
　
議
員

（
公
　
明
）

せ
　
お
　
麻
　
里
　
議
員

（
自
　
民
）

一般質問

一般質問

賃
貸
住
宅
個
人
オ
ー
ナ
ー
向
け
住
宅
改

善
工
事
助
成
事
業
を
基
に
、
耐
震
化
や

個
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
エ
ア
コ
ン
設
置

な
ど
を
補
助
す
る
区
独
自
の
貸
主
応
援

事
業
の
仕
組
み
づ
く
り
を
提
案
。

入
居
か
ら
退
去
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
住
宅
と
福
祉

部
門
で
連
動
し
積
極
的
に
進
め
る
。

9 8

区政をきく
（一般質問）

一般質問

会派名は次の略語で記載しています。
自　民……品川区議会自民党・無所属の会 公　明……品川区議会公明党
未　来……しながわ未来（無所属・立憲・ネット） 共　産……日本共産党品川区議団
品　改……品川改革連合 維　新……品川区議会日本維新の会

９
月
19
日（
木
）

こ
ん
の
　
孝
　
子
　
議
員
（
公
　
明
）

せ
　
お
　
麻
　
里
　
議
員
（
自
　
民
）

大
倉
　
た
か
ひ
ろ
　
議
員
（
未
　
来
）

藤
　
原
　
正
　
則
　
議
員
（
品
　
改
）

田
　
中
　
た
け
し
　
議
員
（
無
所
属
）

９
月
20
日（
金
）

せ
ら
く
　
真
　
央
　
議
員
（
維
　
新
）

こ
し
ば
　
　
新
　
　
議
員
（
自
　
民
）

若
　
林
　
ひ
ろ
き
　
議
員
（
公
　
明
）

石
　
田
　
し
ん
ご
　
議
員
（
無
所
属
）

鈴
　
木
　
ひ
ろ
子
　
議
員
（
共
　
産
）

令和６年第３回定例会では、区政全般について、
10名の議員が一般質問を行いました。

以下、概要をお知らせします。

一般質問とは
議員が、区の行政全般にわたり、
区長をはじめとする執行機関に
対して行う質問です。各定例会で
行われます。

No.308　発行　令和 6 年（2024年）11月20日



　

　

　
　
　
　
　
　

 
 

　

　
　
　
　
　
　

　

一 般 質 問

一 般 質 問

平
時
の
保
健
所
業
務
に
必
要
な
人
員
と

感
染
症
発
生
時
の
必
要
人
員
は
全
く
異

な
り
、
保
健
所
以
外
の
部
門
か
ら
の
応

援
が
必
要
と
な
る
。
感
染
症
発
生
時
の

人
員
確
保
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
全

庁
的
な
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。
区
役
所

全
体
と
し
て
日
常
的
に
人
材
育
成
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

専
門
的
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
行
う
こ
と

で
感
染
症
対
応
業
務
に
従
事
・
経
験
す

る
人
数
を
増
や
し
て
い
く
。
専
門
的
業

務
以
外
に
つ
い
て
は
、
品
川
区
感
染
症

予
防
計
画
等
を
活
用
し
た
研
修
等
を
行

う
こ
と
で
人
材
育
成
を
進
め
て
い
く
。

感
染
予
防
の
意
識
を
、
持
続
的
に
持
っ

て
も
ら
う
工
夫
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
感
染
症
の
流
行

状
況
や
日
々
の
感
染
症
対
策
の
必
要
性

等
に
つ
い
て
繰
り
返
し
周
知
し
て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
設
や
増
設

が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
介
護
人
材
が
必
要

と
な
る
中
で
、
介
護
人
材
の
確
保
等
に

お
け
る
対
応
は
。

今
年
度
、
介
護
職
員
等
居
住
支
援
手
当

を
創
設
す
る
な
ど
、
様
々
な
支
援
策
を

実
施
し
て
い
る
。

品
川
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
い
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
品
川
ブ
ラ
ン

ド
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
域
名
等
を

変
更
す
る
こ
と
も
効
果
的
だ
と
思
う
が
。

区
内
に
は
５
つ
の
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
多

様
な
歴
史
や
文
化
等
を
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
魅
力
を
品
川
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
ホ
ッ
ケ
ー
タ
ウ
ン
の
認
定
に
つ
い
て

大
井
ル
ー
ト
の
試
行
期
間
を
待
つ
こ
と

な
く
、
荏
原
ル
ー
ト
や
大
崎
ル
ー
ト
の

試
行
運
行
へ
進
む
べ
き
。

初
期
費
用
を
含
め
て
多
額
の
財
政
負
担

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
ル
ー
ト

の
検
証
結
果
と
本
格
運
行
移
行
の
判
断

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

緊
急
対
策
と
し
て
予
備
費
を
投
入
し
た

熱
中
症
対
策
の
効
果
や
所
感
は
。

区
役
所
総
合
窓
口
に
て
約
１
千

800
人
の

方
に
冷
た
い
水
の
配
布
を
行
い
、
高
齢

者
施
設
の
開
放
も
約
90
人
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
い
た
。
一
連
の
取
組
に
よ
り
、

熱
中
症
の
啓
発
や
防
止
に
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

学
校
関
係
者
と
話
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

区
か
ら
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
が
届
き
、
暑
さ
指
数
の

計
測
や
活
動
内
容
の
厳
守
を
改
め
て
意

識
し
た
と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
。
熱
中

症
対
策
の
周
知
と
し
て
意
識
し
た
点
は
。

今
年
度
は
区
の
観
光
大
使
見
習
い
「
ハ

タ
チ
の
龍
馬
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
盛
り
込

ん
だ
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
な

ど
、
年
齢
を
問
わ
ず
分
か
り
や
す
い
周

知
・
啓
発
に
努
め
た
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
役

割
を
持
ち
、
日
曜
日
に
開
放
し
て
い
る

児
童
セ
ン
タ
ー
の
拡
大
を
要
望
す
る
。

今
後
の
事
業
拡
大
に
つ
い
て
は
、
利
用

状
況
等
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

学
校
の
活
用
へ
現
在
の
校
庭
開
放
か
ら

も
う
一
歩
、
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
る

子
ど
も
達
も
の
び
の
び
遊
べ
る
場
所
の

提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

よ
り
多
く
の
児
童
が
参
加
で
き
、
地
域

に
よ
っ
て
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
学
校

施
設
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

区
は
、
水
辺
を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
試
行
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
機
会
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
着
用
体
験
を
し
て
み
て
は
。

実
施
に
当
た
り
、
安
全
性
確
保
の
観
点

か
ら
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
は
必

須
と
し
て
、
正
し
い
使
い
方
を
学
べ
る

機
会
と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
中
で
、
浮
力
に
な

る
安
全
対
策
グ
ッ
ズ
の
展
示
な
ど
を
す

る
こ
と
に
対
す
る
見
解
は
。

安
全
性
や
機
能
性
に
優
れ
て
い
る
製
品

を
中
心
に
、
関
係
団
体
と
調
整
の
上
、

展
示
・
周
知
を
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
検
証
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

熱
中
症
の
対
策
と
対
応
に
つ
い
て

子
ど
も
達
が
の
び
の
び
過
ご
せ
る
場
に

つ
い
て

水
辺
の
安
全
教
育
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

都
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

田
　
中
　
た
け
し
　
議
員

（
無
所
属
）

せ
ら
く
　
真
　
央
　
議
員

（
維
　
新
）

一般質問

一般質問

　

　

　
　
　
　
　
　

 
 

　

　
　
　
　
　
　

　

一 般 質 問

一 般 質 問

避
難
所
の
本
人
確
認
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

有
効
と
考
え
る
が
区
の
ご
所
見
は
。

避
難
所
運
営
に
当
た
る
地
域
の
方
々
の

負
担
軽
減
に
も
な
る
こ
と
か
ら
検
討
し

て
い
く
。

補
完
避
難
所
の
机
上
訓
練
や
実
際
に
開

設
し
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
訓
練
な
ど

実
施
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
。
区
の
考

え
は
。

災
害
時
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
検
証
す
る

と
と
も
に
、
避
難
所
の
開
設
や
避
難
者

の
受
入
れ
を
想
定
し
た
訓
練
要
領
を
検

討
し
て
い
る
。

学
校
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
地
域

の
特
性
に
合
わ
せ
て
様
々
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
継
続
性
を
確
保
す
る
た
め

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を
進
め
る
な
ど
対

策
が
必
要
。
ま
た
、
土
日
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
動
く
こ
と
も
あ
る
。
今
後

も
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
を
進
め
る
た

め
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
処
遇
改

善
な
ど
の
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
区
の
考
え
は
。

学
校
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
複
数
配
置
し
、
チ
ー
ム
で
仕
事

に
取
り
組
む
こ
と
で
業
務
の
引
継
ぎ
が

可
能
と
な
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て

い
る
。「
運
営
の
手
引
き
」に
追
記
を
し
、

連
絡
会
等
で
周
知
を
行
い
、
継
続
性
の

あ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
勤
務
形
態
の

見
直
し
等
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

品
川
区
で
も
審
議
会
を
設
置
し
、
公
契

約
条
例
制
定
を
求
め
る
。

公
契
約
条
例
を
制
定
し
た
他
自
治
体
の

動
向
や
、
区
内
関
係
団
体
と
の
意
見
交

換
を
行
い
、
研
究
を
深
め
て
き
た
。
今

後
は
、
第
４
回
定
例
会
で
の
条
例
案
の

提
案
を
目
指
し
、
さ
ら
に
具
体
的
な
検

討
を
進
め
て
い
く
。

保
護
司
が
安
心
し
て
面
談
で
き
る
場
所

を
提
供
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
。

保
護
司
会
か
ら
の
要
望
に
よ
り
品
川
区

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
３
階
部

分
を
新
た
に
面
接
室
と
し
て
整
備
し
た
。

財
政
調
整
制
度
の
一
番
の
問
題
は
、
区

の
ほ
う
の
仕
事
量
が
多
い
の
に
、
財
源

は
都
が
な
か
な
か
手
放
さ
な
い
こ
と
だ
。

都
と
区
と
の
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
応
じ
、

区
に
も
っ
と
財
源
を
配
分
す
べ
き
で
は
。

事
務
量
に
見
合
っ
た
配
分
割
合
へ
と
変

更
さ
れ
る
よ
う
、
区
長
会
を
通
し
て
、

都
に
対
し
粘
り
強
く
協
議
を
し
て
い
く
。

国
は
訪
問
介
護
の
基
本
料
を
引
き
下
げ

る
と
い
う
全
く
理
解
で
き
な
い
こ
と
を

し
た
。
こ
れ
で
は
小
規
模
の
介
護
事
業

所
は
経
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

区
は
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

他
自
治
体
と
情
報
共
有
し
、
区
内
事
業

者
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
様
々

な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

民
生
委
員
は
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
だ

が
成
り
手
が
な
く
、
定
年
年
齢
が
ど
ん

ど
ん
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
区
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
を
拡
充
し
、
民

生
委
員
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
た
め

の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
す
る
な

ど
負
担
軽
減
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

西
大
井
駅
に
は
東
口
し
か
な
い
。
ニ
コ

ン
本
社
機
能
移
転
に
伴
い
、
社
員
の

方
々
が
西
大
井
駅
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

今
以
上
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
。
西
口

に
改
札
口
を
ぜ
ひ
つ
く
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
東
口
改
札
口
に
改
札
機

を
増
や
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

地
域
か
ら
の
要
望
の
声
を
直
接
届
け
る

べ
く
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
赴
き
意
見
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
に
も
現
地
の
状

況
を
直
接
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
も
利
用
者
の
動
向
等
の
状
況
を
見

な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
要
望
し
て
い
く
。

品
川
区
は
公
益
通
報
者
の
方
が
不
利
益

に
な
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
思
う
が
、

改
め
て
伺
う
。

通
報
者
は
正
当
な
公
益
通
報
を
し
た
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
い
か
な
る
不
利
益

な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

避
難
所
運
営
に
つ
い
て

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

公
契
約
条
例
制
定
に
つ
い
て

再
犯
防
止
に
つ
い
て

都
区
財
政
調
整
制
度
に
つ
い
て

福
祉
施
設
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

民
生
委
員
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

西
大
井
駅
周
辺
の
活
性
化
に
つ
い
て

公
益
通
報
者
保
護
法
に
つ
い
て

大
倉
　
た
か
ひ
ろ
　
議
員

（
未
　
来
）

藤
　
原
　
正
　
則
　
議
員

（
品
　
改
）

一般質問

一般質問
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一 般 質 問

一 般 質 問

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
取
組
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

制
定
に
向
け
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

意
見
を
聞
き
次
定
例
会
に
提
案
を
検
討
。

賃
金
下
限
額
規
定
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
？

検
討
委
員
会
で
も
意
見
が
あ
り
、
さ
ら

に
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

対
象
と
な
る
契
約
の
種
類
と
金
額
は
？

他
区
の
状
況
や
現
況
を
踏
ま
え
て
検
討
。

労
働
報
酬
下
限
額
な
ど
の
審
議
会
の
設

置
が
必
要
だ
と
思
う
が
？

審
議
会
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

少
子
化
対
策
に
は
給
料
を
上
げ
る
取
り

組
み
が
効
果
的
だ
と
思
う
が
？

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
特
化
し
た
支
援

を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
？

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
事
業
や
リ
ス
キ

リ
ン
グ
支
援
事
業
の
活
用
な
ど
を
進
め

就
労
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

中
小
企
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
支
援

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
？

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
助
成
金
に
よ
る
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。

町
会
の
在
り
方
や
支
援
の
仕
方
な
ど
時

代
に
即
し
変
化
に
対
応
し
た
対
策
は
？

区
の
協
働
の
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
時
代
の
変
化
に
即
応
し
た
支
援
を
実

施
す
る
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は
都

の
動
向
を
注
視
し
て
区
と
し
て
も
取
組

強
化
が
必
要
だ
と
思
う
が
？

都
の
動
向
も
踏
ま
え
カ
ス
ハ
ラ
防
止
に

必
要
な
取
組
を
進
め
る
。

教
育
無
償
化
の
実
現
に
向
け
更
な
る
取

組
が
必
要
だ
と
思
う
が
？

給
食
費
等
無
償
化
を
実
施
し
て
き
た
が
、

教
育
の
無
償
化
は
国
が
本
来
実
施
す
る

べ
き
も
の
と
考
え
る
。
様
々
な
機
会
を

通
じ
国
に
財
源
等
を
求
め
て
い
く
。

民
間
企
業
と
の
連
携
・
共
創
に
よ
る
生

成
Ａ
Ｉ
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
？

民
間
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
て
効
果

的
・
効
率
的
な
区
政
運
営
に
努
め
る
。

専
門
職
を
配
置
し
た
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
地
域
へ
の
設
置
を
求
め
る
。

制
度
の
根
本
に
立
ち
返
り
、
機
能
や
役

割
分
担
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
時
期
と

考
え
て
お
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
再
構
築
を
検
討
し
て
い
く
。

区
長
公
約
の

100
人
分
の
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
増
設
を
、
い
つ
ま
で
に
ど

の
よ
う
に
実
現
さ
せ
る
の
か
伺
う
。

令
和
８
年
度
末
に
向
け
て
20
名
分
の
整

備
を
予
定
。
合
計
で
91
名
分
の
定
員
増

を
計
画
。
計
画
数
値
の

100
名
に
向
け
て
、

民
間
事
業
者
へ
補
助
金
制
度
の
周
知
強

化
等
、
引
き
続
き
整
備
促
進
に
努
め
る
。

一
般
教
員
へ
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
や
手
立
て
を
学
ぶ
場

を
つ
く
る
よ
う
求
め
る
。

年
次
研
修
や
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
向
け
の
研
修
を
実
施
し
て
お

り
、
各
学
校
で
の
校
内
研
修
を
含
め
、

引
き
続
き
充
実
さ
せ
て
い
く
。

特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
の
作
成
を
。

現
在
策
定
中
の
教
育
振
興
基
本
計
画
で

方
向
性
を
示
す
。

平
和
の
危
機
が
高
ま
り
、
区
民
の
暮
ら

し
も
命
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
中
で
今
こ

そ
改
憲
と
軍
拡
に
反
対
の
意
思
表
示
を
。

国
際
社
会
に
お
け
る
外
交
・
安
全
保
障

に
関
す
る
事
項
は
、
国
の
専
権
事
項
と

し
て
国
会
の
場
で
議
論
を
十
分
に
尽
く

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

落
下
物
事
故
は
い
つ
区
内
で
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
の
で
は
。

今
後
も
落
下
物
対
策
の
確
実
な
履
行
と

取
組
の
実
施
を
国
に
対
し
求
め
て
い
く
。

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

23
区
で
品
川
区
だ
け
が
地
域
に
設
置
し

て
い
な
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
の
拠
点
を

障
害
者
権
利
条
約
と
「
勧
告
」
を
生
か

し
、
当
事
者
参
加
を
位
置
づ
け
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
増
設
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
な
ど
権
利
保
障
の
具
体
化
を

大
軍
拡
で
な
く
外
交
こ
そ
平
和
の
道　

高
ま
る
核
使
用
の
危
機
、
今
こ
そ
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
を
国
に
求
め
よ

羽
田
空
港
で
４
年
間
で
１
千
798
件
の
部

品
脱
落　

住
民
の
命
を
守
る
た
め
、
み
ん
な
の
力

で
都
心
ル
ー
ト
を
撤
回
さ
せ
よ
う

自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る
に
つ
い
て

人
づ
く
り
こ
そ
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

石
　
田
　
し
ん
ご
　
議
員

（
無
所
属
）

鈴
　
木
　
ひ
ろ
子
　
議
員

（
共
　
産
）

一般質問

一般質問

　

　

　
　
　
　
　
　

 
 

　

　
　
　
　
　
　

　

一 般 質 問

一 般 質 問

難
治
性
疾
患
の
確
か
な
理
解
を
広
め
て

い
く
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
が
区
の
取
組
や
見
解
を
伺
う
。

難
病
法
の
対
象
と
な
る
疾
患
を
中
心
に
、

医
療
・
介
護
関
係
者
や
一
般
区
民
向
け

の
講
演
会
等
を
実
施
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
活
用
し
た
区
民
へ
の
周
知
、

理
解
促
進
に
努
め
て
い
く
。

１
型
糖
尿
病
も
含
め
て
難
治
性
疾
患
の

治
療
費
用
の
補
填
を
目
的
と
す
る
ふ
る

さ
と
納
税
の
確
立
や
そ
の
補
助
に
向
け

た
取
組
を
促
す
が
、
考
え
を
。

小
児
慢
性
特
定
疾
病
な
ど
難
治
性
疾
患

は
専
門
性
の
高
い
医
療
機
関
が
広
域
で

対
応
し
て
お
り
、
費
用
助
成
も
広
域
で

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

高
齢
者
が
物
件
探
し
か
ら
賃
貸
借
契
約

に
至
る
ま
で
の
負
担
を
軽
く
し
て
い
く

支
援
が
必
要
。
支
援
法
人
の
速
や
か
な

設
置
を
促
す
が
現
在
の
取
組
と
今
後
に

向
け
た
方
向
性
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

区
内
の
事
業
者
に
居
住
支
援
法
人
の
指

定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
頂
い
て
い

る
。
法
人
の
運
営
を
支
援
す
る
持
続
可

能
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

昨
今
、
東
京
23
区
に
あ
る
民
間
会
社
が

運
営
す
る
火
葬
場
の
料
金
高
騰
が
報
道

さ
れ
て
お
り
、
特
別
区
長
会
は
厚
生
労

働
大
臣
に
要
望
書
を
提
出
。
区
長
会
が

緊
急
に
要
望
を
出
さ
れ
た
経
緯
と
品
川

区
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

現
行
法
で
は
火
葬
場
の
経
営
主
体
が
火

葬
場
以
外
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合

の
収
支
の
透
明
性
・
非
営
利
性
の
確
保

に
関
す
る
明
確
な
規
定
が
な
く
、
公
益

性
の
判
断
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
許
可

権
者
で
あ
る
特
別
区
が
こ
れ
ら
を
確
認

で
き
る
よ
う
区
長
会
か
ら
厚
生
労
働
大

臣
に
対
し
て
緊
急
に
要
望
を
出
す
に
至

っ
た
。
区
と
し
て
は
、
公
衆
衛
生
そ
の

他
の
公
共
の
福
祉
の
見
地
か
ら
、
墓
地
、

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
、
火

葬
場
の
適
切
な
経
営
・
管
理
が
担
保
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
終
活
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

介
護
状
態
に
な
い
元
気
高
齢
者
が
フ
レ

イ
ル
や
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の

予
防
施
策
は
、
ま
さ
に
ベ
ー
シ
ッ
ク
な

サ
ー
ビ
ス
と
言
え
る
。
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
基
本
に
立
ち
返
り
、
体

力
・
健
康
状
態
に
応
じ
て
選
択
す
る
方

策
が
有
効
だ
。
自
身
の
健
康
状
態
の
把

握
、
民
間
の
健
康
運
動
施
設
の
活
用
と

出
会
い
等
に
つ
い
て
、
施
策
の
展
開
は
。

区
で
は
、
65
歳
以
上
の
全
て
の
方
を
対

象
と
し
た
一
般
介
護
予
防
事
業
を
８
つ

の
コ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
る
。
一
部
の

コ
ー
ス
は
民
間
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

を
活
用
し
て
お
り
、
利
用
者
の
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
場
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
間
事
業
者
と

の
連
携
拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

被
災
地
が
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
起
こ
り

得
る
の
が
ト
イ
レ
問
題
で
あ
る
。
交
流

等
が
あ
る
自
治
体
に
対
し
、
ト
イ
レ
ト

ラ
ッ
ク
等
の
導
入
や
災
害
派
遣
ト
イ
レ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
の
声
か
け
に

つ
い
て
区
の
考
え
は
。

飯
田
市
に
防
災
課
職
員
が
訪
問
し
た
際

に
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
情
報
提

供
を
行
っ
た
。
今
後
も
交
流
の
あ
る
他

自
治
体
に
向
け
、
区
の
取
組
等
に
つ
い

て
積
極
的
に
情
報
提
供
し
て
い
く
。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
実
証
運
行
の
ル
ー

ト
や
開
始
時
期
な
ど
の
概
要
と
運
行
決

定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

実
証
運
行
エ
リ
ア
は
、
交
通
サ
ー
ビ
ス

圏
域
外
を
候
補
と
し
、
道
路
状
況
等
を

踏
ま
え
決
定
し
た
い
。
そ
の
後
運
行
シ

ス
テ
ム
の
構
築
等
を
経
て
、
今
年
度
末

か
ら
来
年
度
の
早
い
時
期
に
実
証
運
行

開
始
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

品
川
区
の
喫
煙
所
設
置
に
つ
い
て
、
今

後
の
拡
大
の
考
え
は
。

設
置
者
の
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う
助

成
率
の
引
上
げ
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
の
事
業
周
知
に
努
め
て
い
く
。

年
齢
に
よ
り
公
的
補
助
の
対
象
外
と
な

る
難
治
性
疾
患
に
つ
い
て

高
齢
者
の
居
住
支
援
に
つ
い
て

給
料
が
上
が
る
経
済
の
実
現
に
つ
い
て

人
の
終
焉
は
公
益
な
も
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
の
た
め
の

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い

て

ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
と
災
害
協
定
に
つ
い

てＡ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

タ
バ
コ
の
煙
害
防
止
、
喫
煙
所
の
増
設

に
つ
い
て

こ
し
ば
　
　
新
　
　
議
員

（
自
　
民
）

若
　
林
　
ひ
ろ
き
　
議
員

（
公
　
明
）

一般質問

一般質問
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お金の使いみちを審査しました
令和５年度決算審査のあらましをお知らせします

令和 5 年度決算の概要
会　　計 歳入決算額 歳出決算額 翌年度へ繰越

一 般 会 計
国民健康保険事業会計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
災 害 復 旧 特 別 会 計

令和５年度一般会計決算の内訳

　決算とは、１年間の収入および支出の見積（予算）に対して、実際の収入および支出の結果を明
らかにしたものです。
　区議会が行う決算審査は、区の予算が適法に目的どおり使われたか審査し、翌年度の予算編成や
将来の財政計画に反映するという重要な役割を担っています。

決算とは

　９月20日の本会議において、決算特別委員会を設置し、
令和５年度決算の審査を付託しました。
　審議の結果、令和５年度各会計の決算はすべて認定す
べきものと決定し、10 月 25 日の本会議で認定しました。
　決算の概要は下記をご覧ください。
　決算特別委員会の構成は、以下のとおりです。

■ 委員長：新妻さえ子 ■ 副委員長：澤田えみこ、松永よしひろ
■ 理事：安藤たい作、筒井ようすけ、松本ときひろ

＊令和５年度決算に対する総括質疑は 15 ページに、各会派の意見表明は 16 ～ 17 ページに掲載しています。

決算特別委員会
　決算特別委員会は 10月２日から 21日のうちの計７日
間にわたり令和５年度決算の審査を行いました。最終日の
10月 21日には、令和５年度決算について、各会派を代
表して 11人の委員が各会計歳入歳出決算の全般にわたり
総括質疑を行いました。
　その後、各会派より意見表明を行い、採決をしました。
　総括質疑における質問の要旨は、以下のとおりです。

〈総括質疑〉
西　村　直　子　委員 (自　民)
予算管理（事業のスクラップの考え方および取組状況等）、
５歳児健診、国際交流（交流分野の拡充等）について

澤　田　えみこ　委員 (自　民)
特別支援教育、しながわこどもぽけっと（アプリの公園情
報掲載等）、子ども青空農園およびマイガーデンについて

ゆきた　政　春　委員 (公　明)
聴覚障がい支援（軟骨伝導補聴器等）、教育におけるベーシ
ック・サービス（給付型奨学金制度等）、耐風診断について

塚本　よしひろ　委員 (公　明)
水害対策（流域対策、浸水対策）、高齢者・障がい者福祉
人材確保、アピアランスケア事業（助成内容等）について

ひがし　ゆ　き　委員 (未　来)
地域医療連携（情報共有のためのシステム検討等）、災害時
医療（支援者確保、地域との情報共有等）について

松永　よしひろ　委員 (未　来)
2025年問題（65歳以上の就業に対する認識等）、ドッグラン、
ペット同行避難（備蓄品等）、アスベスト対策について

鈴　木　ひろ子　委員 (共　産)
マイナ保険証（保険証廃止の周知等）、障害者グループホー
ム、地域包括支援センター（今後の進め方等）について

安　藤　たい作　委員 (共　産)
羽田新飛行ルート（大気汚染に対する調査・測定の実施等）、
品川浦周辺地区再開発（住戸数、店舗区画等）について

藤　原　正　則　委員 (品　改)
西大井周辺のまちづくり（駅前喫煙所等）、伊藤博文公（関
連学習等）、介護人材の処遇改善（人員体制等）について

須　貝　行　宏　委員 (品　改)
地域経済対策（地域経済への区の認識、支援策）、入札制度
（入札上限価格の公表、入札における公平性等）について

松本　ときひろ　委員 (維　新)
事務事業評価（今後の見通し、長寿お祝い事業の見直し、
男女共同参画事業等）、防火水槽（耐震化率等）について

インターネット中継で
総括質疑がご覧になれます

　予算・決算特別委員会の総括質疑の様子は、区議会ホー
ムページから録画中継でご覧になれます。視聴方法は以下
のとおりです。
（以下の画面はパソコンの例です）

の下左ジーペムーホ会議区 ①
　「インターネット中継」をクリックします。

② 会議名や議員名などから動画を選択します。

区議会ホームページトップ画面（パソコン）

（例）「会議名で探す」の場合

インターネット中継トップ画面（パソコン）

■ 委員：議長および議員選出監査委員を除く全議員

1,941億5,556 万8,533円
365億9,611万6,315円
99億5,703万4,876円

270億2,489万4,423円
4,676万2,106円

2,005億2,931万414円
369億4,415万3,034円
99億9,529万8,286円

278億2,601万8,626円
4,676万2,106円

63億7,374万1,881円
3億4,803万6,719円

3,826万3,410円
8億112万4,203円

０円

産業経済費
3,940,338,169

（2.0%）

公債費
1,090,518,982

（0.6%）
議会費

804,419,866
（0.4%）

衛生費
16,720,541,415

（8.6%）

土木費
20,236,496,252

（10.4%）

土木費
20,236,496,252

（10.4%） 民生費
99,275,932,459

（51.1%）

（14.1%）

民生費
99,275,932,459

（51.1%）

（14.1%）

総務費
27,450,600,818

総務費
27,450,600,818

教育費
24,636,720,572

（12.7%）

教育費
24,636,720,572

（12.7%）

都支出金
22,404,198,535

地方消費税交付金
12,259,278,000

（6.1%）

（11.2%）

諸収入
5,857,356,722

（2.9%）

使用料及び手数料
4,500,010,922

（2.2%）

繰越金
6,577,984,368

（3.3%）

繰入金
7,373,107,347

（3.7%）

特別区債
3,262,000,000

（1.6%）
その他

（分担金及び負担金など）
 6,547,334,588

（3.3%）
特別区税

57,556,166,515
（28.7%）

特別区税
57,556,166,515

（28.7%）

特別区交付金
44,169,897,000

（22.0%）

特別区交付金
44,169,897,000

（22.0%）

国庫支出金
30,021,976,417

（15.0%）

国庫支出金
30,021,976,417

（15.0%）
動画の

再生ボタンを
クリック
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品川区議会自民党・無所属の会日本共産党品川区議団

品川区議会公明党品川改革連合

品川区議会日本維新の会

各会計に対する各会派の賛否
会　　計 結　果 自　民 公　明 未　来 共　産 品　改 維　新
一般会計 認定 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成

国民健康保険事業会計 認定 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成
後期高齢者医療特別会計 認定 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成
介護保険特別会計 認定 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成
災害復旧特別会計 認定 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

令和５年度決算に対する
各会派の意見表明

※各会派から提出されたものを原文のとおり掲載しています。

　
品
川
区
議
会
自
民
党
・
無
所
属
の
会
は
、

令
和
５
年
度
品
川
区
一
般
会
計
、
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
災
害
復
旧
特
別

会
計
、
全
て
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
い
た

し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
は
、
形
式
収
支

63
億
７
千
374
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
お
り

健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
い

た
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
決
算
は
、
森
澤
区
長
が
就
任

後
初
め
て
編
成
し
た
予
算
に
基
づ
く
も
の
で
、

子
育
て
３
つ
の
無
償
化
な
ど
多
様
な
区
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
様
々
な
施
策
を
打
ち
出

し
て
お
り
ま
す
。
我
々
議
員
も
区
民
の
皆
様

の
声
を
行
政
に
届
け「
誰
も
が
生
き
が
い
を

感
じ
、自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
品
川
」

を
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
い

た
し
ま
す
。

　
今
回
の
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
区

民
の
皆
様
や
各
種
団
体
な
ど
か
ら
頂
き
ま
し

た
声
を
ま
と
め
、
会
派
の
委
員
よ
り
指
摘
や

政
策
提
案
を
い
た
し
ま
し
た
。
財
調
へ
の
対

応
、
公
有
地
の
活
用
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
流

入
、
町
会
・
自
治
会
支
援
、
国
際
友
好
都
市

と
の
関
係
、
商
店
街
支
援
、
就
学
時
健
康
診

断
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
こ
の
指
摘
や
提

案
が
品
川
区
の
令
和
７
年
度
予
算
、
事
務
事

業
に
反
映
さ
れ
、
区
政
運
営
が
区
民
福
祉
の

一
層
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感

染
症
移
行
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
検
証
と
健
康

危
機
管
理
体
制
の
基
盤
整
備
検
討
報
告
書
」

の
成
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
関
係
機
関

と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
未
知
の
感
染
症

か
ら
区
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
堅

実
か
つ
速
や
か
な
体
制
の
構
築
を
求
め
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
３
年
間
に
わ
た
る
コ
ロ

ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
区
民
生
活
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
子
育
て
・
教
育
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
を
重

点
政
策
に
据
え
、
学
校
給
食
、
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
、
第
２
子
保
育
料
の
無
償
化
な
ど
、

会
派
と
し
て
推
進
し
た
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
サ
ー

ビ
ス
の
具
体
化
策
を
始
め
、
す
ま
い
る
ス
ク

ー
ル
で
の
仕
出
し
弁
当
活
用
の
モ
デ
ル
実
施
、

補
聴
器
購
入
費
や
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
費
の
助
成
、
２
カ
所
目
の
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
、
災
害
時
物
資
供
給

体
制
整
備
、
し
な
が
わ
ク
ル
ー
ズ
の
開
始
な

ど
、区
民
の
不
安
や
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
、

生
活
や
経
済
活
動
を
前
に
進
め
る
た
め
の
施

策
の
展
開
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
決
算
特
別
委
員
会
を
通
じ
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
な
ど
か
ら
提
案
し
た

教
育
関
係
費
、
介
護
、
風
水
害
対
策
の
拡
充

を
始
め
、
会
派
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
真
摯

に
受
け
止
め
ら
れ
今
後
の
区
政
運
営
お
よ
び

来
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　
し
な
が
わ
未
来
は
、
令
和
5
年
度
品
川
区

一
般
会
計
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
、
災
害
復
旧
特
別
会
計
の
各

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
区
民
生
活
と
福
祉
向
上
に
向

け
、
施
策
を
確
実
に
実
行
し
て
い
た
だ
く
よ

う
求
め
ま
す
。
併
せ
て
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な

ど
の
最
先
端
技
術
の
積
極
活
用
や
、
利
便
性
、

効
率
性
向
上
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
更

な
る
推
進
、
子
育
て
支
援
、
学
校
教
育
、
高

齢
者
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
の
更
な
る
充
実

及
び
、
関
係
就
労
者
の
処
遇
改
善
、
人
材
確

保
及
び
定
着
の
推
進
、
地
域
経
済
活
性
化
施

策
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
や
ポ
イ
ン

ト
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、
防
災
対
策
の
更
な
る

強
化
、
気
候
危
機
や
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対

策
を
念
頭
に
お
い
た
環
境
対
策
の
推
進
、
庁

舎
建
て
替
え
、
庁
舎
跡
地
の
有
効
活
用
、
羽

田
新
ル
ー
ト
問
題
解
決
に
向
け
た
取
組
、
多

様
性
の
推
進
、
子
ど
も
の
権
利
尊
重
、
職
員

人
材
の
育
成
強
化
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
更
な

る
充
実
、
ペ
ッ
ト
共
生
社
会
の
推
進
、
地
域

医
療
連
携
の
推
進
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
各

課
題
へ
の
積
極
的
な
取
組
を
着
実
に
進
め
本

決
算
特
別
委
員
会
で
の
我
が
会
派
の
指
摘
・

提
案
を
今
後
の
施
策
に
反
映
し
て
い
た
だ
く

よ
う
求
め
ま
す
。

　
国
の
軍
拡
、
物
価
高
に
無
策
、
イ
ン
ボ
イ

ス
強
行
で
、
暮
ら
し
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
。

悪
政
に
物
申
し
、約
64
億
円
黒
字
の
豊
か

な
財
政
力
は
区
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め

に
活
用
す
べ
き
。
以
下
、
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　
▼
権
利
者
に
情
報
を
出
さ
ず
追
い
出
す
再

開
発
は
止
め
よ
。
苦
し
む
区
民
の
請
願
を
ク

レ
ー
ム
扱
い
は
止
め
よ
。
区
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
に
転
換
を
▼
羽
田
新
ル
ー
ト
は
区
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
か
し
大
気
汚
染
や
電
波
障

害
等
の
実
態
調
査
を
▼
リ
ニ
ア
新
幹
線
は
目

黒
川
で
の
気
泡
調
査
の
実
施
を
▼
気
候
危
機

打
開
へ
省
エ
ネ
と
再
エ
ネ
で
ど
れ
だ
け
減
ら

す
か
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
▼
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
の
一
本
化
は
止
め
、
現
行
保
険
証
の

存
続
を
。
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
を

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
地
域
に
設
置

す
る
方
針
転
換
を
歓
迎
▼
障
害
者
Ｇ
Ｈ
は
民

間
任
せ
に
せ
ず
知
的
、
身
体
、
中
重
度
、
医

ケ
ア
対
象
の
具
体
化
を
。
介
護
タ
ク
シ
ー
代

の
助
成
は
評
価
▼
イ
ン
ボ
イ
ス
の
中
止
を
国

に
求
め
、
実
態
調
査
の
実
施
を
▼
女
性
８
割

の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
や
緊
急

避
妊
薬
の
対
応
薬
局
の
公
表
な
ど
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
を
自
治
体
か
ら
進
め
よ
▼
学
校
給
食

無
償
化
を
評
価
。
朝
鮮
学
校
等
へ
の
拡
大
を
。

修
学
旅
行
費
や
制
服
等
義
務
教
育
の
無
償
化

を
。
給
付
型
奨
学
金
の
検
討
を
評
価
。
速
や

か
な
実
施
を
▼
非
核
宣
言
自
治
体
と
し
て
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
国
に
求
め
よ
。

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護

保
険
・
災
害
復
旧
の
特
別
会
計
の
各
決
算
を

認
定
し
ま
す
。
商
売
に
活
気
が
戻
っ
た
も
の

の
、
国
民
大
半
の
収
入
が
増
え
な
い
中
で
、

税
金
等
の
負
担
増
、
戦
争
や
異
常
な
円
安
や

異
常
気
象
で
光
熱
費
や
物
価
の
高
騰
が
続
き
、

多
く
の
国
民
の
家
計
と
企
業
経
営
は
悪
化
が

続
い
て
い
ま
す
。
買
い
控
え
や
節
約
で
消
費

が
減
少
、
中
小
企
業
は
値
上
げ
出
来
ず
人
手

不
足
と
資
金
難
で
融
資
返
済
も
で
き
ず
廃
業

や
倒
産
が
増
え
て
い
る
の
で
、
区
は
公
平
な

支
援
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
介
護
・
保

育
・
幼
稚
園
関
係
者
の
賃
上
げ
と
労
働
環
境

を
改
善
す
る
と
共
に
、
家
族
が
子
ど
も
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
を
、
予
約
な
し
で
何
時
で

も
預
け
ら
れ
る
施
設
の
開
設
を
都
と
協
力
し

て
行
う
べ
き
で
す
。
ま
た
羽
田
新
飛
行
ル
ー

ト
の
変
更
を
国
に
働
き
か
け
続
け
て
頂
き
た

い
。
高
額
所
得
者
に
は
社
会
保
障
費
の
負
担

増
を
お
願
い
し
行
き
詰
ま
る
福
祉
を
支
え
て

頂
き
た
い
。
さ
ら
に
都
が
採
用
す
る
若
手
教

員
や
職
員
を
区
が
独
自
に
採
用
し
、
区
に
定

着
す
る
よ
う
に
災
害
待
機
寮
を
増
や
す
べ
き

で
す
。
ま
た
談
合
が
疑
わ
れ
る
入
札
制
度
は

改
善
す
る
と
共
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

改
善
を
国
に
要
請
し
て
頂
き
た
い
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
紛
争
な
ど
多
く

の
死
傷
者
を
出
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
危

機
を
も
た
ら
す
戦
い
は
止
め
る
べ
き
で
す
。

　
品
川
区
議
会
日
本
維
新
の
会
は
本
年
度
の

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
予
算
は
森
澤
区
長
就
任
後
、

初
め
て
編
成
し
た
も
の
で
、
子
育
て
・
教
育

に
関
す
る
支
援
の
強
化
を
感
じ
て
い
ま
す
。

品
川
区
に
お
い
て
人
口
は
微
増
、
子
育
て
や

教
育
支
援
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
、
防
災
・
福
祉
施
策
に
重
点
が
置
か
れ
、

防
災
対
策
や
子
育
て
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

一
定
の
評
価
が
あ
る
一
方
、
地
域
の
財
産
を

活
用
す
る
こ
と
や
暮
ら
し
や
す
い
環
境
に
対

す
る
期
待
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

域
社
会
全
体
で
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

す
更
な
る
取
り
組
み
の
推
進
を
求
め
ま
す
。

　

形
式
収
支
は
約
63
億
円
の
黒
字
。
経
常

収
支
比
率
は
前
年
度
か
ら
２
％
上
昇
す
る
も

の
の
、
健
全
財
政
を
維
持
す
る
と
言
え
ま
す
。

　
生
活
保
護
の
運
用
、
行
政
監
査
へ
の
指
摘
、

区
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
の
街
の
防

災
・
防
犯
対
策
や
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
子

育
て
支
援
で
は
第
二
子
以
降
の
産
前
産
後
の

家
族
支
援
や
教
育
費
支
援
・
不
登
校
支
援
の

拡
大
、
子
ど
も
の
事
故
予
防
の
観
点
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
・
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　
全
事
業
対
象
の
行
政
評
価
に
よ
る
見
直
し

を
継
続
的
に
お
こ
な
い
、
区
民
の
ニ
ー
ズ
に

寄
り
添
っ
た
施
策
を
展
開
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
要
望
し
、
品
川
区
議
会
日
本
維
新
の
会

の
意
見
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

しながわ未来（無所属・立憲・ネット）
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総務委員会

区民委員会
  

  
  

 
  

  

文教委員会
  

  
  

  
 
  

  

 

建設委員会

厚生委員会

行財政改革特別委員会

災害・環境対策特別委員会

  
  

  
 
  

  

  
  

  
  

 
  

  

  

常任委員会の活動
8月～10月

8月から10月までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

特別委員会の活動
8月～10月

８月から10月までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

報告３件（令和６年度都区財政調整交付金当初算定
結果など）について質疑
議案審査５件、請願・陳情審査５件
議案審査１件
報告１件（荏原文化センター大ホール照明更新工事
請負契約）について質疑
議案審査１件
報告１件（令和６年10月27日執行　衆議院議員選
挙（東京第三区）最高裁判所裁判官国民審査　執行
要領（案））について質疑
長野市の「都市ブランデ
ィング」、富山市の「ＳＤ
Ｇｓ推進の取組」、富山県
の「働き方改革」、阪南市
の「スマートシティ」など
先進的な取組について調
査・研究

８月26日

９月24日
９月25日

10月10日

10月30日
  11月1日

報告２件（育児休業にかかる保育認定期間の見直し
など）について質疑
品川区児童相談所を視察、「区立児童相談所」をテー
マに調査研究　
議案審査３件、請願・陳情審査２件
報告３件（専決処分の報告など）についての質疑
報告５件（区立学校におけるいじめの重大事態の発
生状況など）について質疑
大和郡山市の「不登校対策総合プログラム」、富田林
市の「Ｔｏｐｉｃ（富田林
市きらめき創造館）、とん
だばやし子ども食堂・居場
所づくり運営支援ネット
ワーク」、枚方市の「学校教
育におけるＩＣＴ機器の
活用」、京都市の「京（みやこ）あんしんこども館」など
先進的な取組について調査・研究

８月26日

９月24日

９月25日

10月30日
11月1日

報告１件（「東京河川改修促進連盟」の総会および促
進大会）について質疑
東京河川改修促進連盟の総会および促進大会への参加
報告８件（子供の森公園改修工事説明会の開催など）
について質疑
議案審査２件、陳情審査４件
報告２件（専決処分の報告など）について質疑
報告３件（令和６年11月都営住宅入居者募集など）
について質疑
岐阜県の「世界淡水魚園水
族館アクア・トトぎふ」、名
古屋市の「セーフティネッ
ト住宅」、桑名市の「MaaS
の取組推進」など先進的な
取組について調査・研究

８月８日

８月26日

９月24日

９月25日

10月28日
30日

「防災に関すること」をテーマに調査・研究
「防災に関すること」をテーマに調査・研究
報告２件（携帯トイレ全区民配布など）について質疑

８月28日
９月27日

報告４件（令和６年度高齢者福祉行事など）につい
て質疑
議案審査３件
請願・陳情審査２件
報告４件（令和７年度分品川区立高齢者住宅（単身
用）補欠登録者の募集など）について質疑
大分県の「福祉人材確保・育成」、阿蘇市の阿蘇医療
センターにおける「災害医療」、福岡県の「障害者の
就労支援」など先進的な
取組について調査・研究

８月26日

９月24日

９月25日

10月29日
31日

報告２件（区公式デフリンピックサポーターの決定
など）について質疑
議案審査１件
報告１件（令和５年度指定管理者による管理に対す
るモニタリング・評価の結果）について質疑

「創業・スタートアップ支援について」をテーマに、
調査・研究
報告４件（臨海部広域斎場組合施設整備基本方針な
ど）について質疑
笠松刑務所の「再犯防止
に向けた取組」、奈良県の

「Leapなら（奈良県女性
の起業支援プロジェク
ト）」、広島県の「パラスポ
ーツの普及啓発・推進」な
ど先進的な取組について
調査・研究

８月26日

９月24日

９月25日

10月29日
31日

議員研修会を開催しました

　令和６年８月27日、第31回品川区議会議員
研修会を開催しました。
　株式会社ミライロの田中利樹氏を講師にお
招きし、「ユニバーサルマナーへの理解につい
て」と題してご講演いただきました。
　車いすユーザーがどのような不便を感じて
いるのか、視覚障害者にはどのようなサポート
が適切か、高齢者への対応の際に心がけること
は何か等、「自分とは違うだれかの視点に立ち
行動するためのマナー」を習得しました。
　講義後は、演習問題に挑戦し、受講者全員が
ユニバーサルマナー検定３級を習得しました。

８月27日

９月26日

「新庁舎等に関すること」をテーマに調査・研究
豊島区役所・Hareza池袋を視察

「財源・事業の評価に関すること」、「人材育成に関
すること」をテーマに調査・研究
報告２件（システム標準化の進捗状況など）につい
て質疑
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